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山口医学寄稿の手びき

原稿：マイクロソフトのワードを使って、A4 サイズ縦で作成する。フォントは明朝体、

文字サイズは 10.5 ポイント。1 頁 20 行に設定し、各行の左側空白に行番号を表示させる。

行番号は頁ごとに振りなおす。片面印刷。タイトルページを 1 頁目として、フッダーの中

央に頁番号をふる。

欧文表題：冠詞および前置詞を除く各語の最初の文字は大文字とする。

ランニングタイトル：３０字以内

ラテン語：印刷時にイタリック体にするため、赤のアンダ－ラインで指示する。

キ－ワ－ド：キ－ワ－ドは原則として日本語で 5 つ以内とし、用語は医学中央雑誌を参照

すること。

和文抄録：すべての投稿論文に和文抄録を必要とする。字数は８００字以内とする。

欧文抄録：投稿論文に欧文抄録を必要とする。但し、今日の医学・テクニカルノートにお

いては不要とする。語数は 200 語以内とする。

図、表、写真：図表はそのまま製版するので充分に質の高いものを用意すること。特にカ

ラ－写真については留意する。説明文と図表写真の言語は統一する。図・表・写真の台紙

サイズは A4 サイズ。

引用文献：

1．文献番号は引用順とし、本文の引用箇所にカッコをつけて肩書きする。

2．複数の文献の引用表示は、なるべくハイフンを使ってまとめること。

［例：1 － 3）、5 － 8）]

3．文献は、著者氏名、表題、雑誌名、発行年；巻：頁－頁の順とし電子ジャーナルはこ

れに準ずる。単行書は、著者氏名、表題、編著者氏名、書名、版次、出版社、発行地、発

行年、頁－頁の順とする。

4．インターネット上の資料からの引用は、著者名. 資料題名. サイト名. URL. (ア

クセスした日)の順とする。

5．共著者のうち 4 人以上は省略できる。

6．雑誌名は、省略形を用い、下に示すように和文雑誌は医学中央雑誌の方式とし、欧文

雑誌は Index Medicus の方式とする。
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附則 この手引きは平成 20 年 9 月 30 日から施行する。
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附則 この手引は平成 23 年 11 月 2 日から施行する。


